
回/番組名 時間 該当箇所 誤 正

第1回　第1～20問 0:19:28 第11問　選択肢C 抵抗性の場合、IL-6阻害薬で治療する 抵抗性の場合、T細胞選択的共刺激調節薬(アバタセプト)で治療する

第1回　第1～20問 0:20:16 第11問　解説
IL-6阻害薬は標準治療ではなく、一部の抵抗性のケースで試験的に使用されることが

ありますが、一般的な治療法ではありません。

抵抗性の場合はIL-6阻害薬やTNF阻害薬を評価した臨床試験があり、IL-6阻害薬のト

シリズマブについては難治例に対して保険適用となっています。T細胞選択的共刺激

調節薬（アバタセプト)の使用は推奨されません。

「内科専門医試験　バーチャル模試2024」正誤表

本番組におきまして、以下の誤りがございました。ここに訂正させていただきますとともに、深くお詫び申し上げます。


